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国立大学の入学試験期日決定方法について

国立大学協会第２常置委員会

大学の入学者選抜については、今日まで、毎年の「大学入学者選抜実施

要項」に定められ、選抜の期日については同要項において、５月１日から

４月１５日までの間に、大学が適宜定めるものとされている。ただし、国

立大学の試験期日については、別に定められ、第１期（５月５日から）、

第２期（５月２５日から）の２期としりそれぞれの期に試験を実施する大

学は第１期２８大学、第２期４６大学となっている。この試験期日等は．

本年まで１５年間引続き固定されてきている。

本委員会が５カ年にわたって審議を重ねて来た経過をしるした別紙１の

｢､入試期（一期・二期）に関する審議経過」にもあるように、現行の試験

期日等については、幾つかの問題が生起している。そのよう左問題の発生

する背景的条件としては、次のようなものが考えら;tしる６

(1)国立大学および学部の増加~この１５年間に大学の増設があり、学

部も多数増設された。新､設の大学はすべて、いわゆる２期枝に加えられ

てきたが、今日では、当初の状態とは１期校・２期枝の数の関係におい

ても、学部の数の関係においても、また、各大学の規模の関係において’

も、相当に異左ってきている。すなわち、昭和２７年度以降、１期枝に

おいて、理学部１，医学部２０歯学部５、薬学部５、工学部系４、農学

部１、獣医学部１が増設され、学部の分離によって４学部が、文学部１、

法学部２、経済学部２，理学部２、家政学部１と怠り、通計２１学部が

増加している。２期枚においては、大学の増設５のほか、経済学部１、

医学部５，工学「部５，ｊ農学部６が増設され、学部の分離によって、６学
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部が教養学部１，人文学部５、法文学部１、総済学部２、理学部４、理

工学部２となり、通計２５学部が増加している。学部数においてはほぼ

同数ではあるが、増加した学部の種別においては相当に異なっている｡！

（２）社会における国立大学の格付け－試験期日等が決定された当初はＬ

これが１５年にわたって固定化されるものとの理解、認識は薄かったよ

うであるが、数年を経過した後には、一般社会に鯵いて、これが国?立大

学の格付けの指標とされるに至った。１期校には、１日帝大を母体とする

」へわゆる総合大学がすべて含まれていること。２期校には１大学１学部

の新制大学の大多数が含まれていることなどもこの風潮を助長したと考

えられる。このことがまた、社会的格付けの原因ともなり、高等学校に

おける進学指導にも大きく影響を与えていると思われる。

（５）志望大学のかたより－前項のような一般的傾向にもかかわらず、特

ｉに２期枝のうちの特定大学への志願者の集中傾向が近年激しくなってい

る。大学進学を希望する者の増加、都市集中化傾向の増大などの結果

として、一部の大学への進学希望者が著しく増加している。これが一方

では、２期枝をさらに２分して考えるような受験者側の意識を助長し、

他方では、大学側に必要以上の労力をかけ、一部では入学試験実施の能

，力の限界点に迫るような状況を招来するに至っている。

２本委員会は､このような背景的条件の上に発生している大学入試期日等

の問題点を検討して来たが、もちろん、それらは、大学入学者選抜制度全

般ないしは、大学教育全般にもかかわるもので、抜本的な解決は、そのよ

うな広い視野からの検討が必要であることは明らかである。しかし左がら、

入:学試験は、他方では《毎年実施される実際問題であって、抜本的解決と

は別に、現実的な改善:を進めていぐべきである。このような見地から、再
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